


△危険
（全般）

・爆発性雰囲気中では，使用しないでください。防爆形モータを使用してください。

けが，火災などの原因になります。

・活線状態で作業しないでください。必ず電源を切って作業してください。

感電のおそれがあります。

･運搬，設置，配線，運転・操作，保守・点検の作業は，専門知識のある人が実施し

てください。

感電けが， 火災などのおそれがあります。

｡本う,レーキモータは，安全ブレーキではありませんので，危険な用途に使用される

場合は，補助の制動装置を併用してください。

(配線）

･電源ケーブルとの結線は，端子箱内の結線図または取扱説明書によって実施してく

ださい。

感電や火災のおそれがあります。

･電源ケーブルやモータリード線を無理に曲げたり， 引っ張ったり， はさみ込んだり

しないでください。

感電のおそれがあります。

・アース用端子を確実に接地してください。

感電のおそれがあります。

(据え付け。調整）

･天井や壁にモータを取り付けて使用する場合，条件によっては落下のおそれがあり

ますので，仕様可能な範囲についての詳細は， カタログや技術資料に従ってくださ

い。

けがのおそれがあります。

(運転）

･端子箱のカバーを取り外した状態で，運転しないでください。作業後は，端子箱の
カバーを元の位置に取り付けてください。

感電のおそれがあります。

･運転中に回転体（シャフトなど）へは，絶対に接近または接触しないでください。

巻き込まれ， けがのおそれがあります。

･停電したときは，必ず電源スイッチを切ってください。

けがのおそれがあります。

･ブレーキ緩めハンドルで，ブレーキを緩めた状態での運転は，絶対にしないでくだ
さい。

機械が暴走し，事故のおそれがあります。

(保守・点検）

･電源ケーブルとの結線は，端子箱内の結線図または取扱説明書によって実施してく
ださい。

感電や火災のおそれがあります。

･ブレーキを緩めることにより，相手機械が回るおそれがあるときは，必ず相手機械
を固定してからう‘レーキ緩めハンドルを操作してください。

'機械の調整などでブレーキ緩めハンドルを使用した場合は，必ず元に戻してくださ
い。

機械が暴走し，事故のおそれがあります。
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△注 意

(全般）

･モータの仕様範囲以外で使用しないでください。

感電， けが，破損などのおそれがあります。

･モータの開口部に，指や物を入れないでください。

感電けが，火災などのおそれがあります。

･損傷したモータを使用しないでください。

けが，火災などのおそれがあります。

・お客様による製品の改造は， 当社の保証範囲外ですので，責任は負いません。

･銘板が常に見えるように，障害物を置かないでください。

･銘板を取り外さないでください。

･モータをインバータで駆動する場合は，インバータ専用モータを使用してください。

(輸送・運搬）

・運搬時は，落下，転倒すると危険ですので，十分ご注意ください。

吊りボルトがあるモータは，必ず吊りボルトを使用してください。ただし，機械に

据え付けた後， 吊りボルトで機械全体を吊り上げることは避けてください。

吊り上げる前に銘板，梱包箱，外形図， カタログなどにより，モータの質量を確認

し， 吊り具の定格荷重以上のモータは吊らないでください。

吊りボルトの破損や落下，転倒によるけが，破損のおそれがあります。

（開梱）

・天地を確認のうえ， 開梱してください。

けがのおそれがあります。

･現品が注文どおりのものかどうか，確認してください。

間違った製品を設置した場合， けが，破損などのおそれがあります。

（据え付け・調整）

・モータの周囲には，可燃物を絶対に置かないでください。

火災の危険があります。

・モータの周囲には，通風を妨げるような障害物を置かないでください。

冷却が阻害され，異常過熱によるやけど，火災の危険があります。

・モータを負荷と結合する場合，心出し，ベルト張り，プーリの平行度などにご注意

ください。

直結の場合は，直結精度に注意してください。ベルト掛けの場合は，ベルト張力を

正しく調整してください。また，運転前には，プーリやカップ。リングの締付ボルト

は，確実に締め付けてください。

破片飛散によるけが，装置破損のおそれがあります。

・回転部分に触れないように， カバーなどを設けてください。

けがのおそれがあります。

．モータ単体で回転させる場合，主軸に仮付けしてあるキーを取り外してください。

けがのおそれがあります。

・機械との結合前に， 回転方向を確認してください。

けが，装置破損のおそれがあります。

・モータには絶対に乗らない，ぶらさがらないようにしてください。

けがのおそれがあります。

・モータ軸端部のキー溝は，素手で触らないでください。

けがのおそれがあります。L唾
q
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△ 注 意

（配線）

・配線は，電気設備技術基準や内線規程に従って施工してください。

焼損や火災のおそれがあります。

・保護装置は，モータに付属していません。

過負荷保護装置は，電気設備技術基準により，取付けが義務づけられています。過

負荷保護装置以外の保護装置（漏電遮断器など） も設置することを推奨します。
焼損や火災のおそれがあります。

（運転）

・運転中， モータはかなり高温になります。手や体を触れないように注意してくださ
い。

やけどのおそれがあります。

・異常が発生した場合は，直ちに運転を停止してください。

感電けが．火災などのおそれがあります。

・電源開閉等によるサージの影響が考えられる場合はノイズ対策を施してください。

（保守・点検）

・ブレーキライニングは摩耗します。ブレーキカバーに貼っている取扱銘板， または
取扱説明書に従って，定期的に電磁石のストロークの点検・調整をしてください。

ストロークを規定値以上で使用すると， ブレーキが破損するおそれがあります。

・ブレーキライニングを交換した直後の制御トルクは，規定値の80％程度です。規定

値の制動トルクが必要な場合は，十分になじみ運転（500回程度）をしてから使用
してください。

・絶縁抵抗測定の際は，端子に触れないでください。

感電のおそれがあります。

・ベアリングへのグリース注入・排出は，給油銘板に従って行い， 回転体にご注意く
ださい。

けがのおそれがあります。

・モータの表面は，高温になっている場合がありますので，素手で触らないでくださ
い。

やけどのおそれがあります。

(修理・分解・改造）

･修理・分解・改造は，必ず専門家が行ってください。

感電， けが，火災などのおそれがあります。

(廃棄）

･モータを廃棄する場合は，一般産業廃棄物として処理してください。
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クイックブレーキモータは，優れた性能を発揮するとともに，頑丈で信頼度の

高い製品になっていますが， 更に効率よくご使用頂くため， この取扱説明書を

熟読して正しい取扱いや保守を行ってください。

また， この取扱説明書は， 日常の保守や点検異常原因の発見などの保全管理

の際にも必要になりますので，大切に保管しておいてください。

3839

全閉・脚取付形

FFRQ形 1.5kW 4極

1 現品到着時の点検

製品は，厳重な検査を行ったうえでお届けしてい

ますが，念のため次の点をお調べください。

(1) ご注文どおりの製品かどうかを，製品のネー

ムプレートを見て碓認してください。

(2) 各部の締付ねじ類が緩んでいないかどうか。

（8） 輸送中に生じた破撤化l所はないか。

異常がなければ，

・軸が回らないことを手で確認し，次にブレー

キ緩めハンドルを反時計方向に緩めて, 'WI1が

自由に回ることを確認します。確認後は必ず

ブレーキ緩めハンドルを基にセットしてくだ

さい（ブレーキが緩んでいると危険です） 。

・試運転して始卿｣，皿蛎， 停止状態を確かめて

ください。以上のほかに，構造上に不辮な点

がありましたら，すぐに当社代理店または当

社営業所へご連絡ください。

2 保管

モータを長期間保管する場合は，次のことを考慮

してください。

・清潔で乾燥した場所に保管してください。特に

防滴保護形モータは， ほこりがかからないよう

に覆いをかぶせておいてください。

・モータは屋内保管が原!!llですが，やむを得ず屋

外に保管する場合はカバーで覆いをし，雨水や

じんあいの侵入を防止してください。

なお， 保管中でも次の点検を時々 （lか月に1回

程度）してください。

(1) !Whなどの機械加工面には，念のためさび止め

を塗布してください。

(2) 月に1回程度は， モータを手回しまたは5分

間の空回し運II函をしてください。

(3) モータにさびが発生していないか， 時々調べ

てください。モータには， さびが発生しない

ように防せい塗装をしていますが，保管条件

によってはさびが発生することがあります。

(4) 巻線の絶縁抵抗値を測定し， 目安として3M

Q以上あることを確認してください。
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3 構造及び動作

3. 1 構造（図1 (a), (b)参照）

モータは標準の全閉形または防滴保護形モータ

で､ これの反負荷側が本機独特の制動機構になっ

ています。

制動部は､ 巻鉄心構造の三相交流電磁石によるデ

ィスク形ブレーキです。以下． その要点を説明し

ます。

制動ばね⑪は，電磁石可動鉄心⑫のガイドスタッ

ド⑥（3個所）に装着してあります。

ブレーキ円板⑬は， ハブ⑯に設けてあるトルクピ

ン⑮で結合されていて． フロートばね⑫により，

ハブ面をしゅう動する機構になっています。

ブレーキライニング⑭は， ブレーキ円板⑬に接着

してあります。ギャップ調整ねじ⑳は， ブレーキ

ライニング⑭が摩耗して摩擦面とのギャップが大

きくなったときにギャップを適正値に調整するた

めのねじです。

ブレーキ緩めハンドル①は，機械の調整などの|際

にブレーキが緩められるように設けたものです。

なお，ブレーキ形式QBFD-MMO形以上は， 図

1(b)に示すように構造が一部異なり，電磁石1劃定

鉄心⑧は緩衝ばね⑭，及び支え板を介してバック

プレート⑳と締め合わされ，構成しています。

3.2動作

モータ停止中は図1 (a)の上半部に示すように.可

動鉄心は制動ばねによってモータ側に押され、 ブ

レーキ円板に制動力を加えています。

電源を投入するとモータと同時に電磁石が付勢

し，吸引力が制動ばねの力にうち勝って． 可動鉄

心は固定鉄心に吸引され．制動状態が解かれて．

かご形モータとして運転します。

図1(a)の下半部は運転中の状態を示しています。

電源を開放すると地磁石が消勢するので， 可動鉄

心は制動ばねの力で押し戻されて， ブレーキ円板

に制動圧力を〃| |えモータは急速に停止します。

4据え付け

カップリングまたはプーリを取り付ける場合は，

軸受に損傷を与えないように「はめ合い」の選択

または「焼きばめ」などによる取り付け作業を行

ってください。無理な打ち込み作業はしないでく

ださい。

また，モータの据え付け方向は，特に制限してい

ませんが，据え付けた状態でブレーキを保守・点

検出来るように， ブレーキカバー取り外しスペー

スを考慮した据え付けとしてください。なお．立

て軸使用の際は，軸端が上向きと下向きとで制動

トルクが水平'IIIII使用時の±10%程度変動します。

また， モータの耐振性は，外部から加わる振動加

速度0.5Gが限度ですので運転時には,注意して下

さい。

⑥

⑤
④
③
② 詫

①
②
③
④
⑤
心

部品名称 番号 部品名称

ブレーキ緩めハンドル

ね じ

ハン ドルねじ

ス ピ ン ド ル

プレーキカバー

可動鉄心ガイI<スタッド

ブレ－キ円板

プレーキライニング
(ブレーキ'11板に閲定)

卜 ル ク ビ ン

ハ ブ

シールド玉軸受

モータフレーム

哩
緬
）
Ｅ
（
囮
迩
狛

①

(a) ブレーキ形式QBFDMO24形以下

＠
億
）
す
）
、
面
一
通

ナ シ 卜

‘電磁石IIlil定鉄心

ば ね 座

電磁 ． イ ル

制 動 ぱ ね

電磁石可鋤鉄心

止めボルト

クワツンヤ

ノプ調整ねじ

一 トぱね

クプレート

術 ば ね

回り

ロツ

ギャ

フロ

バッ

綴

四
”
｝
鋤
一
流
》
（
型
豹

⑭

(b) ブレーキ形式QBFDMO40形以上

図1 制動部の構造
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5 配線

5. 1 接続

端子箱にはモータ(U, V;W)とブレーキ(IJ, U, ")

に分けて口出線を出しています。じか入れ始動の場合，

口出線と電源との接続は一般に図2のように接続し

ます。しかし, IXI2の接続では停止時に電磁石がモー

タの残留電圧の影響を受けいくぶん停止時間が長くな

ります。

そこで図3のように|淵閉器2個を使ってモータとブ

レーキを同時に入・切すると残留電圧の影響を受けな

いので，停止時間は短くなります。特に停止時間をIHI
題にされる場合は図3の接続をお勧めします。

200V50/60Hz

220V60Hz

5.2接地

枠番号71MHJ (0.4kW4極相当）以下はモー

"I1MI部（フランジ形の場合はフランジ面典ｲ11l1)．枠

番号80MHJ (0.75kW4極相当）以上は端子

術内部に接地端子を設けていますので，必ず接地

工事をしてください。

5.3回転方向の変更

回!'底方向を変更するには， モータまたは電源スイ

ッチで， 任意の二相をつなぎ変えてください。電

磁石は州|回l転とは無関係です。

6 保守・点検

6. 1 ブレーキの緩め方

機械の洲整などでブレーキを緩めたいときは， ブ

レーキ緩めハンドルのつまみを手前に引き， ハン

ドルを反I1寺計方向（矢印表示方向）に回らなくな

るまで回してください。 これでブレーキは解放さ

れ軸は自由に回ります。

洲整が終わったら， ブレーキ緩めハンドルは必ず

元通りにセットしてください（ブレーキが緩んで

いると危'険です)。

電源スイッチ

電磁開閉器

押しボタンス
ON

OFF

一

■■■■

BWWW卜 6.2電磁石ストロークの調整

ス|､ロークの調整期間はブレーキモータ制動回

数， 及び制動時間によって定まるもので， 一概に

決定することは出来ません。 しかし長期にわたる

|耐久試験の結果からみて， 制動回数が10万回を越

えたらストロークの測定を行ってください。

測定の結果， ストロークが限界値を越えていれば

ストロークの調整を行ってください。

ストロークの限界値， 及びストロークの調整値を

表1に示します。

なお， ストロークとギャップは全周にわたり均等

になるよう，確実に調整してください。

表1 ストローク許容限界値『及びストローク，ギャップの調整値

図2ブレーキ同時切り方式の接続

200V50/60Hz

220V60Hz

榊電締スイ，。
電磁開閉器電磁開閉器

押しボタンスイッチ
ON

OFF

調整 ｛|唾 Ⅲm

ギｬｯプGR! |ｽﾄﾛｰｸS

|製界仙､､

ストロークS

1．2

1．5

ブレーキ形式

QBFD－M㈹2

QBFDMO()4

QBFD－M(X)8

QBFD－MO16

QBFDMO24

QBFl）一M()4(）

QBFD-M〔)8(〕B

QBFD－MI20B

QBFl〕一M16()B

0.3～0．4 (1－6～().8

図3 ブレーキ別切り方式の接続

(注） 1 スターデルタ始動の場合の配線は，モー
タ本体に結線銘板を｛､1･けています。 これ

によってスターデルタ始動器及び電源へ
の接続をしてください(5.5kW以上)。

(注） 2 、ノフトスタート等でインバータにて使用

の場合はブレーキをインバータの電源側

に接続してください。インバータの出力
側に接続した場合は焼損の恐れがありま

す。州|ｿ1サージ等のサージが予め考えら

れる場合はサージキラー等の設置をお願
いします。

｡､fh

皇.U

0.4～0．5 1.2～1.4

(注） ］ ストロークS,ギャップGRについては

図1 (a)を参照してください。

本表は電圧降下が－10%のときまで適

用出来ます。

２
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〔ストロークの測定〕

図1 「制動部の構造」を参照のうえ‘

ストロークの調整を行ってください。

ギャップ“とストローク②
注意ください。

(4) ブレーキカバーを外します。

その際カバーが外れにくい場合はカバーの

上部を木ハンマなどで軽くたたくと簡単に外

すことが出来ます。

次の順序で

なお特に

の区別にこﾞ

(1) ブレーキ緩めハンドルの締付ボルト3個所を

外します。

■

、

(5) カバーが外れたら． そのままの状態で、すき

間ゲージを用いてストロークを測定します。

その際， ストロークが表1に示す限界値を超

えていたら， ストロークの調整を行ってくだ

さい｡たとえ限界値を超えていない場合でも､

早目にストローク調整を行うことにより． ブ

レーキの寿命が延びることがあります。スト

ロークの調整が不必要なときは，分解と逆の

｜ |Ⅲ序で組み立ててください。

ブレーキ緩めハンドルを外し． ハンドルねじ

を反時計方向に回して外します｡その際ス

ピンドルはそのまま残ります。

(2)

守
一

(3) ブレーキカバーのナットを外します。 〔ストローク調整のためのブレーキ円板のギャッ

プ調整〕

(6)ナットを外して，電磁石固定鉄心を外しま

す。その際電磁石のコイルに傷が付かない

ように注意してください

～

蕪

■､
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(10) 所定のギャップ“が出たら． ロックワッ
シャ， 回り止めボルトを使用してギャップ調

整ねじを固定します。

ギャップ調整ねじとハブのねじには．ガタが

ありますから， 回り止めボルト （4個所）を

締め付けるとき，片締めしないよう特に注意

して締め付けてください。

ばね座・制動ばね・埴磁石可動鉄心の順に分

解します。

(7)

以上．ギャップ調整が終わったら，分解と逆の111m

序で組み立ててください。

（注）“の位置については， 制動部拙造図
〔図1(a)]をご参照ください。

(8) ロックワッシャを起こし回り止めボルトを外
1÷÷

しよ9。

〔ストロークの調整〕

(1l) 写真で示すように， ここまで組み立てたらナ

ットを使用してストロークを洲盤します。

その際洲整{|&|所が3帖|所ありますので， ス

トロークが全ﾘにわたり均等になるように,淵

整してください。ストロークの値は表lの洲

整値を参照ください。ストロークを洲盤する

ことにより唖は必然的に決まります。

ニボ

(9) すき|州ゲージをギャップ唖部に挿入し
て，ギャップ調整ねじでギャップ“を調
整します。

“の値は表'の調整値を参照してください。

(注）“‐については。 制動部構造図
〔図1 (a)]をご参照ください。

以上でストローク調整は終わりですが， ブレー

キカバーを取り付ける前に電磁石に噛流を通し

て， ブレーキ部分の動作をチェックしてくださ
『､

V4．

チェックが終わったらブレーキカバー． ブレー

キ緩めハンドルなどを取り付けて終わりです。

〆
口
司
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6-3ブレーキライニングの交換

ブレーキライニングは，厚さ3mmのものを使って

おり．残りの厚さがlⅡ皿まで使用出来ます。

1 mmになるまでの制動回数は．負荷イナーシャ

（ブレーキ停止時間の長短)により異なりますが，

無負荷で50万回以上の寿命をもっています。

ブレーキライニングの点検は，電磁石ストローク

の調整の際に行ってください。

ブレーキライニングの厚さがlmm以下になった

場合は，次の順序で新品と交換してください。

交換用の部品（ブレーキ円板，ハブ，ギャップ洲

整ねじ， 回り止めボルト， トルクピンが一体）の

職入は，表lのブレーキ形式を明示して． 当社へ

ご要求ください。

ブレーキライニングは，ブレーキ円板， ハブ，ギ

ャップ調整ねじなどを一体にしたまま，新しい交

換用部品と一式取り換えます。

ブレーキ円板のみ交換しますとブレーキ円板の穴

とトルクピンとが合わないことがあります。

(1) この写真までは，前述の(11)ストロークの調整

方法に従って分解します。ギャップ調整ねじ

の回り止めボルトを外し，次にドライバなど

を使用して， ベアリングナット，ギャップ調

整ねじを外します。

組み立ては,分解と逆の順序で行いますが,フロー

トばねなどの部品を組み忘れないようにし、ギャ

ップ調整ストローク調整ブレーキ部の動作チ

ェックも必ず行ってください。

6.4その他の部品交換

ブレーキライニング以外に， トルクピン，ブレー

キライニングのしゅう動面．可動鉄心ガイドスタ

ッドも摩耗します。

ブレーキライニングの交換を行うと， トルクビン

も同時に交換されるので，通常の使い方では問題

は発生しませんが,負荷の状態連続使用頻度

その他悪条件が重なると， トルクピンの異常摩耗

が発生します。従って， これら部品は，電磁石ス

トローク調整の|際に必ず確認してください。

点検要領と処置を次に示します。

(1) トルクピン

トルクピンの摩耗は， ブレーキ円板とハブの

ガタにより確認し,次のようになった場合は．

ブレーキライニングと同様新しい交換部品と

取り換えてください

（5.3項参照)。

・ブレーキ円板をラジアル方向に動かすとガタ

がある。

・ トルクピンの摩耗が0.5mm程度以上になって

いる。

(2) ブレーキライニングのしゅう勤面，及び可動

鉄心ガイドスタッド

ブレーキライニングのしゅう動面及び可動

鉄心ガイドスタッドが，次のようになった場

合は， ブレーキ寿命ですので， 当社代理店ま

たは当社営業所にご連絡ください。

・ブレーキライニングのしゅう動面の段差が

0.3m程度以上になっている。

・可動鉄心ガイドスタッドの電磁石可動鉄心の

接触面の摩耗が0.5mm程度以上になっている。

、 I

(2) ギャップ調整ねじを反対にしてねじ込み，写

真のようにベアリング抜きをギャップ調整ね

じにひっかけて，ブレーキ円板．ハブ，ギャ

ップ調整ねじを一体のまま外します。

次に，新しい交換用の部品ブレーキ円板， ハ

ブを，ギャップ調整ねじ， 回り||めボルト．

及び従来のロックワッシャ， ロックナットを

使用して取り付けてください｡このとき,モー

タ軸やブレーキ摩擦面に付着したブレーキラ

イニングの摩耗粉をきれいな布でふき取って

おいてください。
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4診断の手引き，
(1) モータ部分

異常現象 原 因 対 策

全然音

がしな

【,】

電力会社へ問い合わせる

電源コードを取り換える

専門工場へ修理を依頼する

･仲 趣

･迩源コードが|折線

･固定子コイルが二相断線モ
ー
タ
が
回
ら
な
い

うなり

音がす

る

・遡源電圧が低い

・三相中一相が接続不良

. '占|定子コイルの一相が断線している

・固定子と回転子の問に異物が入り， 回転子

をロックしている

・卿||受不良で固定子と回転子が接触している

・ブレーキ部分の故障

電源電圧を修正する

接続部分を修理する

専門工場へ修理を依頼する

分解して異物を取り除く

軸受を取り換える

ブレーキの項参照

晒源電圧が低い

過負荷

･電源電圧を修正する

．負荷をI降くする

･機械側の軸受などを洲くる

．モータの容量を上げる

．専門工場へ修理を依順する

モータ

部分が

過熱す

る

モ
ー
タ
は
回
る

レアショーI

(2) ブレーキ部分

異常現象 原 因 対 策

髄磁石が

吸引しな

い

電磁石の二相が接続不良

電磁石の二相が|断線

遡源電圧が低い

通磁石のストロークが大きい

･接続部分を修理する

･専門工場へ修理を依頼する

． 』電源遮圧を修正する

｡ストロークの調整をする

吸引する

がビビリ

音がする

→1 ÷

ノレーーヤ‐

が利かな

い

地磁石の一相が接続不良

砿磁石の一相が|断線

唯磁石の吸引面に異物が入っている

接続部分を修理する

専門工場へ修理を依頼する

分解して異物を取り除く

ブレーキ緩めハンドルを緩め状態にしてい

る

'、ンドルを元の状態に戻す

･負荷イナーシャが大きい

.ライニングが摩耗している

．ライニング面に油などが付着している

ブレーキ

の利きが

悪い

ブレーキ容量の大きいものにかえる

ライニングを取り換える

分解してライニング面を掃除する

ブレーキ

部分，モー

タ部分が

過熱する

負荷イナーシャが大きい

使H1頻度が大きい

川Ⅲ|温度が高い

イナーシャを小さくするかモータの容量を

上げる

噸度を小さくする

周囲温度を下げる

モータのコイルの耐熱クラスを上げる

(ブレーキはB樋のみ）

・岻磁石のストロークが小さ過ぎる

・ライニングが振れている

ライニン

グが擦ｵ1

る

･所定のストロークに洲整する

．ギャップ調整ねじ， 回り止めボルトを使っ

て振れを直す

6 保証期間

最終需要家への引渡し後1年間または、弊社工場出荷後18ヶ月間のいずれか早く到達し

た期間を保証期間とします。
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